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令和４ 年度も、 コロナ禍のため、 Zoom を利用したう えでの活動と いた

し まし た。 従前は、 原則と して毎月15日（ 当日が土日・ 祝祭日の場合は直

前後の平日） に90分の部会を開催し ていたので、 本年度も、 ４ 月～ 11月

に８ 月を除き計７ 回、 90分の Zoom 部会を開催し まし た。 部会の課題と

し ては、 主と し て、 民事信託に関する近年の裁判例を取り 上げて、 各回

発表者を決め、 当該発表者が説明・ 深堀を行い、 出席者間で忌憚のない

議論を行いまし た。 また、 法律実務研究に関し ては、 11月までの部会で

取り 上げた４ つの裁判例に関する解説・ 意見を、 各発表者に執筆し てい

ただき、 部員の意見に基づく 修正を加えて完成させました。

第１ 回　 ４ 月19日： 判例タイムス「 信託契約のモデル条項例⑶」

の検討（ 山口部員）

第２ 回　 ５ 月13日： 判例タイムス「 信託契約のモデル条項例⑷」 の検討

（ 山口部員）

第３ 回　 ６ 月15日： 判例タイムス「 信託契約のモデル条項例⑸」

の検討（ 山口部員）

第４ 回　 ７ 月15日： 最高裁平成14年１月17日判決の解説（ 清水祐介部員）」

第５ 回　 ９ 月15日： 東京地裁平成30年10月23日判決の解説（ 鵜之沢部員）

第６ 回　 10月14日： 東京地裁平成30年９ 月12日判決の解説（ 土方部員）

第７ 回　 11月15日： 東京地裁令和３ 年９ 月17日判決の解説（ 牧野部員）」

当研究部では、 民事信託をいかにし て実務に普及さ せていく かを意識

し 、 今後も具体的な信託の実践を目指した研究発表を行っていく 予定です。

あわせて、 民事信託の法務のみならず税務及び関連分野に精通した学者、

実務家等の外部講師による講義等を企画して、 民事信託に関する部員の研鑽

の機会を設ける予定です。 また、 他の部会との合同研究あるいは外部の信託

実務家との合同企画なども検討していきたいと考えています。

（ 文責） 部　 　 長　 　 山口　 正徳

　 　 　 　 事務局長　 　 清水　 　 晃


